
健診項⽬⼀覧	 各コースで実施する検査項⽬の⼀覧です

分類 検査項⽬
協会けんぽ若年健診 協会けんぽ⼀般健診 協会けんぽ節⽬健診 事業所健診 友の会健診 ⼈間ドック 奈良市国保健診 奈良市後期⾼齢者健診 特定健診（けんぽ扶養者）

基本 健康づくり 基本 健康づくり 基本 健康づくり ミニドック
2,500円 5,500円 8,280円 10,700円 4,600円未⼊会は6,800円

30,000円未⼊会は42,000円 0円 ＋1,000円(⼀部0円) 500円 ＋1,000円(⼀部0円) 0円 ＋1,000円(⼀部0円) 12,220円

⾝体計測
⾝⻑‧体重‧BMI ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

腹囲 ● ● ● ● ● ● ● ● － － ● ● ●
⾎圧 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

視⼒‧聴⼒ ● ● ● ● － ● － － － － － － ●

⽣体検査

胸部レントゲン ● ● ● ● － ● － － － － － － ●
⼼電図 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●
腹部エコー － － ● － － ● － － － － － － －

胃透視（ﾊﾞﾘｳﾑ） － ● ● － － ● － － － － － － ●
眼底 － － ● － － ● － － － － － － －
肺機能 － － ● － － ● － － － － － － －

尿
蛋⽩‧糖 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
潜⾎ ● ● ● ● ● ● － ● － ● － ● ●ケトン‧ウロビリ‧⽐重‧pH － － － ● ● ● － － － － － － －
沈査 － － ● － － ● － － － － － － －

便 便潜⾎ － ● ● － － ● － ● － ● － ● ●

⾎液⼀般‧貧⾎

⾚⾎球‧ヘモグロビン‧ヘマトクリット ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●
⽩⾎球 ● ● ● ● ● ● － ● － ● － ● ●
⾎⼩板 － － ● ● ● ● － － － － － － －

MCV‧MCH‧MCHC － － ● ● ● ● － － － － － － －
⾚⾎球形態‧⽩⾎球像 － － ● － － ● － － － － － － －

肝臓

AST‧ALT‧γ-GTP ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
総蛋⽩ － － ● － ● ● － ● － ● － ● －
ｱﾙﾌﾞﾐﾝ － － ● － － ● － ● － ● － ● －
ｺﾘﾝｴｽﾃﾗｰｾﾞ － － － － ● － － ● － ● － ● －
LDH － － ● － － ● － － － － － － －
A/G⽐ － － － － － ● － － － － － － －

胆のう ALP/IFCC ● ● ● ● ● ● － ● － ● － ● ●
総ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ － － ● － － ● － － － － － － －

膵臓 ｱﾐﾗｰｾﾞ － － ● － － ● － － － － － － －
脂質

HDL‧LDL‧中性脂肪 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ ● ● ● ● ● ● － ● － ● － ● ●

糖代謝 ⾎糖 ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●
HbA1c － － － ● ● ● ● ● ● ● △ △ －

尿酸 尿酸 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●
腎機能

クレアチニン‧eGFR ● ● ● ● － ● ● ● ● ● － － ●
尿素窒素(UN) － － － － ● ● － ● － ● － ● －

電解質 Na‧Cl‧K － － － － － ● － － － － － － －
CRP CRP定量 － － － － － ● － － － － － － －
肝炎

HBs抗原 － － － － － ● － － － － － － －
HBs抗体 － － － － － － － － － － － － －
HCV抗体 － － － － － ● － － － － － － －

腫瘍マーカー PSA（男性）‧CA125（⼥性）‧CEA － － － － － ● － － － － － － －
●：実施項⽬ 	△：⼀部実施（内容は健診の種類により異なります） 	－：対象外
◆	腫瘍マーカー（各１，５００円）
項⽬ 内容
PSA 前⽴腺がんの発⾒や経過観察に重要な役割を果たしています。 ※前⽴腺炎や前⽴腺肥⼤で上昇することもあります。
CA125 卵巣がんで⾼値になりやすく、その他⼦宮体がんや、膵臓、胃、⼤腸などのがんで⾼値になることがあります。 ※⼦宮内膜症、⽉経、妊娠、肝硬変、膵炎などでも上昇します。
CEA ⼤腸がんなどの消化器のがんをはじめ、肺、卵巣、乳がんなどで⾼値になります。 ※喫煙や炎症性疾患、肝硬変、糖尿病で⾼値になることもあります。
AFP 肝がん、卵巣や精巣の胚細胞がんで⾼値になります。まれにAFPが⾼くなる胃がんもあります。 ※慢性肝炎や肝硬変、妊娠などでも値が上昇します。
CA19-9 膵臓がんをはじめ、胆道、胃、⼤腸がんなど主に消化器のがんで⾼値になります。
SCC 主に、肺や⾷道、⼦宮頚部の扁平上⽪がんで⾼値になります。⽪膚の病気で増加することもあります。
NSE 神経組織や神経内分泌細胞に特異的に存在する物質で、肺の⼩細胞がんや神経芽細胞腫などで⾼値になります。

※料⾦‧項⽬は変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。


